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政府事業

データ中核拠点の形成

データ基盤

• オープンデータ・シェアクローズドデータを対象に、
セキュアな環境の下、データとデータ構造を蓄積・
管理する公的拠点を整備

企業 大学・国研

データ

データデータ

産学官のマテリアルデータの
取扱いに関する共通指針策定

・重要技術・実装領域において推進
・データ専門人材を育成

データ

データ共用・流
通・利活用

データ共用・流通・利活用

データ共用・流
通・利活用

• 共通的なデータ構造開発、データ流通に関する輸出管
理、データに関する権利等のルール整備を順次検討

データを基軸としたマテリアル研究開発のプラットフォーム整備（案）

計測・分析機器の共通データ
フォーマットの開発・標準化

• 高品質なデータ創出の促進に向けて、計測・分析
データの共通フォーマットを開発・標準化

• プラットフォーム上の一元的、統合的な解析を可能に

✔ 産学官の研究者、 ユーザーが活用可能
な仕組みを整備

✔ プラットフォーム上でデータ駆動型研究
開発を加速

理論・計算・実験

スマートラボラトリ

データ
データ構造

データ創出・活用型プロジェクト
• データ創出・活用と理論・計算・実験が融合する
研究開発プロジェクトを実施

• 良質データを生み出すスマートラボを促進

• 先端共用施設・設備を活用し、高品質なデータと
データ構造を創出する共用基盤を整備・高度化

先端微細加工・解析設備
（ナノテクプラットフォーム等）

データ取得型共用基盤

データ創出基盤の整備・高度化

大型放射光施設・
中性子線施設
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拠点C

拠点D

拠点A

拠点E

拠点B

地域産業群の特徴を踏まえた拠点
を形成。
技術・人材等の集積・循環を通じ、
革新マテリアルの開発と実装の加速
化、地域産業の活性化を実現。

市場

中小企業、ベン
チャー中小企業、ベン
チャー

最先端装置で川上、
川下技術の一気通貫
開発環境の提供

プロセス
ファウンドリ

公設試
産技連

プロセス、評価技術開発、AI・IoTセミナー

人材育成

大学、研究所

拠
点
B

拠点A拠
点
C

プロセスイノベ拠点

技術
シーズ

試作品

革新マテリアル

分析・解析
装置群

市場ニーズ

企業
ベンチャー

開発・規制・
標準化等の
ニーズ

マテリアルＤＸ
プラットフォーム連携・橋渡し

コーディネート

産学官の情報ハブ
シーズ、ニーズ、人材、施設等の情報収集、分析、提供、マッチング

共用施設・
設備の情報

先端技術
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マテリアル・プロセスイノベーション拠点の構築（案）
○ 日本が強みを有するプロセス技術の高度化を下支え・支援する機能を中核とした、マテリアル・プロセス
イノベーション拠点を構築。

○ 中小企業やベンチャー等が活用する最先端のプロセスファウンドリなど、マテリアル開発・実装の加速化に
必要な技術シーズ・ニーズ、装置、人材に係る各種情報・支援機能を総合的に集約、提供する拠点を
地域産業群の特色に併せて形成。

＜拠点の位置や拠点数はイメージ＞



ガバニングボード、
関係者によるコンソーシアム等
（共通指針、フォーマットの技
術的検討を主導する場）

マ
テ
リ
ア
ル
が
大
き
な
バ
リ
ュ
ー
を
も
た
ら
す
社
会
実
装
領
域

重
要
技
術
領
域

データ創出基盤 マテリアルプロセスイ
ノベーション拠点

・先端共用施設・設備を活用した
産学官が結集した研究開発基盤
・データ構造の普及

・プロセス技術・基盤提供による
ベンチャー等技術開発実用化支援
・データ構造の普及M×D人材育成

データ中核拠点

・複合的データ活用によるＡＩ解析支援
・技術領域ごとのデータ構造化支援

プラットフォームを活用した研究開発の進め方（論点）
○ 重要技術・実装領域の研究開発の推進に当たって、データを基軸とした研究開発のプラットフォームや、プロセスイノ
ベーション拠点を有効活用した統合型プロジェクトを推進し、データの創出・活用、人材の育成、研究開発成果の普
及・展開に係る施策を総合的に進めていくべきではないか。

○ 統合型プロジェクトの仕組みとして、以下のようなスキームが考えられるのではないか。

データ創出・活用に
より大きなブレーク
スルーが期待できる
フォアキャスト型研
究開発課題

データ創出・活用に
より大きなブレーク
スルーが期待できる
バックキャスト型研
究開発課題

データ創出・活用型プロジェクト
（フラグシップとして順次推進）

データ創出・活用型プロジェクト
（フラグシップとして順次推進）
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✔ 基礎研究から社会実装までの時間が長く、多種多様なステークホルダーが関与する、といったマテリアルの特徴を踏まえ、研究の初期段
階から産学官のステークホルダーがプロジェクト全体のビジョンを共有。

✔ スピード感を持って一つの社会実装を目指すバックキャスト型研究開発と、重要技術の育成を目指すフォアキャスト型研究開発のうち、
特にデータ創出・活用型プロジェクトとして実行することで大きなブレークスルーが期待できる双方の研究開発課題を特定・抽出。

✔ データ中核拠点、データ創出基盤、プロセスイノベーション拠点との密な連携体制の下で当該課題に集中的な支援を実施。

⇒ 大学・研究機関・企業のDXを加速


